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インターバンクの声 （2015 年 4 月 9 日） 
 

昨日、２日間にわたって開催された日銀金融政策決定会合で追加金融緩和の

決定があるとの予想はごく僅かだったはずだが、政策の据え置き発表を受け

ての円買いが思った以上に進んだ。その後は、黒田日銀総裁の会見の前後に、

１１９円台後半を小幅上下する展開となり、日本時間の未明（９日）の米連

邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨の発表や米企業決算の発表を睨む展開。

その注目の３月の FOMC議事要旨は、年内の利上げの可能性が残っていること

が示され、ドルが日銀会合の決定発表前の１２０円台前半に戻される結果と

なり、日米金融当局の政策を巡る材料がドルの上下動をそれぞれ打ち消しあ

った。３月の FOMC議事要旨については、多分この後、４月２９日の FOMCま

で何度も年内の利上げの可能性を巡っての材料にされると思われるが、やは

り一番議論が割れる元になりそうなのが、３月の FOMCが今月３日の雇用統計

発表前に開催された会合だったことだろう。数人の委員会メンバーが６月の

利上げが正当化されると見ていたようだが、雇用統計の結果や４月中のその

他の経済指標の結果を見て、２９日の FOMCでどのような対応を示すのかが興

味深い。 
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